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(57)【要約】
　表示装置は、内視鏡により撮像されて得られる内視鏡
画像を含む表示用画像が与えられて表示に用いる表示画
像を生成する映像信号処理部と、前記表示画像を表示す
る表示部と、比較情報を記憶する情報記憶部と、前記表
示用画像が入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡
画像の情報と前記情報記憶部に記憶されている比較情報
とを比較し、比較結果を出力する比較部と、前記比較結
果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モードで
動作させるか否かを制御する制御部とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用い
る表示画像を生成する映像信号処理部と、
　前記表示画像を表示する表示部と、
　比較情報を記憶する情報記憶部と、
　前記表示用画像が入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記
憶部に記憶されている比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、
　前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを
制御する制御部と
　を具備したことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記情報記憶部は、前記比較情報として前記比較部に入力される所定期間前の表示用画
像に関する情報を記憶する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記情報記憶部は、前記比較部から、前記内視鏡画像の情報と前記比較情報との比較に
おいて所定の条件を満足していないことを示す比較結果が出力されると前記表示用画像に
関する情報を更新する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の色情報と前記情報記憶部に
記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の色情報とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の輝度情報と前記情報記憶部
に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の輝度情報とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンと前記情報
記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンとを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記情報記憶部は、前記比較情報として前記内視鏡画像の平均輝度値を記憶し、
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の平均輝度値と前記情報記憶
部に記憶されている平均輝度値とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記比較部は、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶さ
れている比較情報とが所定の比較条件を満足した場合に、前記焼き付き防止モードに移行
させるための比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記比較部は、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶さ
れている比較情報とが連続して所定回数一致した場合に、所定の条件を満足したものとし
て、前記焼き付き防止モードに移行させるための比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部に対する無操作状態を検知し、検知結果を出力する操作状態検知部を更に具
備し、
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　前記制御部は、前記比較結果及び前記検知結果に基づき焼き付き防止モードの処理を行
うか否かを制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の色情報と前記情報記憶部に
記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の色情報との比較、入力された前記表示用画像
中の内視鏡画像の輝度情報と前記情報記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像
の輝度情報との比較、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンと前記
情報記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンとの比較及び入
力された前記表示用画像中の内視鏡画像の平均輝度値と前記情報記憶部に記憶されている
平均輝度値との比較の少なくとも１つの比較に基づく比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項１２】
　表示装置と、
　内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用い
る表示画像を生成して、前記表示装置に出力する映像信号処理部と、
　比較情報を記憶する情報記憶部と、
　前記表示用画像が入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記
憶部に記憶されている比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、
　前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを
制御する制御部と
　を具備したことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、焼き付き防止モードを備えた表示装置及びこれを用いた内視鏡システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡システムは、例えば医療分野、工業分野等、様々な分野において用いられ
ている。医療分野においては、内視鏡システムは、例えば体腔内の臓器の観察、処置具を
用いての治療処置、内視鏡観察下における外科手術等に用いられる。内視鏡システムには
、撮像素子によって患者体腔内の撮像画像を撮像可能に構成された電子内視鏡が採用され
ることが多い。内視鏡システムは、電子内視鏡によって撮像して得た撮像画像（撮像信号
）を映像処理する画像処理装置を有しており、画像処理装置は撮像信号を表示等に用いる
観察画像の映像信号に変換して、モニタに出力したり記録したりすることができる。
【０００３】
　しかしながら、モニタに長時間同一のパターンを表示し続けると、表示パターンに応じ
た焼き付きが生じる。特に、内視鏡画像は、モニタの所定の領域（以下、内視鏡画像表示
領域という）に表示されるようになっており、この内視鏡画像表示領域の境界はコントラ
ストが大きいことから焼き付きが生じやすい。しかも、内視鏡システムでは、使用するス
コープに応じて内視鏡画像表示領域が変化することから、異なる内視鏡画像表示領域に生
じた焼き付きによって、内視鏡画像の視認性が著しく悪化してしまう。
【０００４】
　このような焼き付きを防止するために、表示の必要がない場合にはユーザがモニタの電
源をオフにする方法が考えられる。しかし、この対策は手間がかかる。そこで、日本国特
開２０１４－２０２８５５号公報においては、表示部に表示させる時間的に隣接する第１
および第２の表示データに変化がないと判定した場合、第１の表示データと第２の表示デ
ータとの間に、表示データと異なるパターンを持つ焼付防止データを表示させる技術が提
案されている。また、日本国特開平３－２３１７９６号公報においては、静止画が所定時
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間に亙って表示された場合に、自動的に表示状態が変化させられ、又は使用者に対して表
示状態を変化させるように催促がなされる技術が提案されている。
【０００５】
　しかしながら、内視鏡システムのモニタの画面上には、内視鏡画像を表示する内視鏡画
像表示領域だけでなく、患者情報や時刻表示等の各種ステータス情報を表示するステータ
ス表示領域が設けられる。ステータス表示領域内の表示は、内視鏡画像に変化がない場合
であっても変化する場合があり、日本国特開２０１４－２０２８５５号公報又は日本国特
開平３－２３１７９６号公報の技術を採用したとしても、必要なタイミングで焼き付き防
止モードに移行できるとは限らない。
【０００６】
　また、内視鏡検査時には、操作が長時間行われないこともある。この場合においても、
検査中には内視鏡画像の表示を継続させる必要がある場合があり、日本国特開２０１４－
２０２８５５号公報の技術を採用したとしても、必要なタイミングで焼き付き防止モード
に移行できるとは限らない。
【０００７】
　なお、パーソナルコンピュータ等のモニタでは、マウス操作等の無操作状態が長時間継
続することでスクリーンセーバーを起動させる等の焼き付き防止モードが実行されるが、
上述したように、内視鏡検査時には内視鏡の挿入操作は行われても、モニタの表示を制御
するための各種操作は長時間行われないことがあり、長時間の無操作状態のみによって焼
き付き防止モードに移行することはできない。
【０００８】
　本発明は、画像中の内視鏡画像表示領域中の画像部分について比較を行うことで、適切
なタイミングで焼き付き防止モードに移行することができる表示装置及び内視鏡システム
を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様による表示装置は、内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む
表示用画像が与えられて表示に用いる表示画像を生成する映像信号処理部と、前記表示画
像を表示する表示部と、比較情報を記憶する情報記憶部と、前記表示用画像が入力され、
前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶されている比較情報
とを比較し、比較結果を出力する比較部と、前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を
焼き付き防止モードで動作させるか否かを制御する制御部とを具備する。
【００１０】
　本発明の一態様による内視鏡システムは、表示装置と、内視鏡により撮像されて得られ
る内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用いる表示画像を生成して、前記表示
装置に出力する映像信号処理部と、比較情報を記憶する情報記憶部と、前記表示用画像が
入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶されてい
る比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、前記比較結果に応じて前記映像信
号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを制御する制御部とを具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施形態に係る表示装置を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図２】第１の実施形態の動作を説明するためのフローチャート。
【図３】変形例において採用される動作フローを示すフローチャート。
【図４】本発明の第２の実施形態を示すブロック図。
【図５Ａ】表示部３３の表示画面３３ａに表示される画像の一例を示す説明図。
【図５Ｂ】表示部３３の表示画面３３ａに表示される画像の一例を示す説明図。
【図６Ａ】図５Ａに対応した表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図。
【図６Ｂ】図５Ｂに対応した表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図。
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【図７Ａ】図６Ａの内視鏡画像表示領域の内視鏡画像Ｒｉａ１の各画素のＲＧＢ値を示す
説明図。
【図７Ｂ】図６Ｂの内視鏡画像表示領域の内視鏡画像Ｒｉａ２の各画素のＲＧＢ値を示す
説明図。
【図８】表示の切換りを説明するための説明図。
【図９】本発明の第３の実施形態を示すブロック図。
【図１０】連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図
。
【図１１】連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図
。
【図１２】本発明の第４の実施形態を示すブロック図。
【図１３】本発明の第５の実施形態を示すブロック図。
【図１４】連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図
。
【図１５】連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す説明図
。
【図１６】図１４に対応した内視鏡画像表示領域から抽出したエッジパターンを示す説明
図。
【図１７】図１５に対応した内視鏡画像表示領域から抽出したエッジパターンを示す説明
図。
【図１８】本発明の第５の実施形態を示すフローチャート。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１３】
（第１の実施形態）
　図１は第１の実施形態に係る表示装置を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図であ
る。本実施形態は、表示装置に表示される画像中の内視鏡画像表示領域の画像部分につい
て画像を所定の比較条件で比較し、比較結果が所定の条件を満足することで、焼き付き防
止モードに移行するようになっている。これにより、内視鏡検査の休憩時等においても、
確実に焼き付き防止モードに移行して、表示装置の焼き付きを防止することができる。
【００１４】
　図１に示すように、内視鏡システム１は、内視鏡スコープ１０と、ビデオプロセッサ２
０と、表示装置３０と、を有して構成されている。
【００１５】
　内視鏡スコープ１０は、被検者の体腔内に挿入可能な細長形状の図示しない挿入部を有
しており、挿入部の先端部には撮像部１１が設けられている。また、挿入部には図示しな
い光源装置１２が設けられており、光源装置１２は被写体に照明光を照射することができ
るように構成されている。撮像部１１は、カラーＣＣＤまたはカラーＣＭＯＳセンサ等の
イメージセンサを有して構成されており、被写体から反射した光が受光部に結像するよう
になっている。撮像部１１は、被写体から反射した光学像を光電変換して撮像信号を取得
し、取得した撮像信号をビデオプロセッサ２０に出力する。また、内視鏡スコープ１０に
は、メモリ１３が設けられており、メモリ１３には、スコープ種別を示すスコープ情報が
記憶されている。
【００１６】
　ビデオプロセッサ２０は、撮像部１１及び光源装置１２の駆動を制御すると共に、撮像
部１１からの撮像信号を受信する。また、ビデオプロセッサ２０は、メモリ１３からのス
コープ情報を読み出すようになっている。ビデオプロセッサ２０は、受信した撮像信号に
対して所定の信号処理を施すことにより被写体の内視鏡画像を生成し、生成した内視鏡画
像に対して強調処理やホワイトバランス補正処理を施す。更に、ビデオプロセッサ２０は
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、患者情報や時刻情報等のステータス情報を表示するステータス情報表示領域と内視鏡画
像を表示する内視鏡画像表示領域とを有する表示用画像の映像信号を生成する。ビデオプ
ロセッサ２０は生成した表示用画像（映像信号）を表示装置３０に出力する。また、ビデ
オプロセッサ２０は、スコープ情報についても表示装置３０に出力するようになっている
。
【００１７】
　表示装置３０は、制御部３１、映像信号処理部３２、表示部３３、映像比較部３４、映
像情報記憶部３５及び操作検知部３６により構成されている。制御部３１、映像信号処理
部３２、映像比較部３４及び操作検知部３６は、ＣＰＵやＦＰＧＡ等を用いたプロセッサ
によって構成されていてもよく、図示しないメモリに記憶されたプログラムに従って動作
するものであってもよいし、ハードウェアの電子回路で機能の一部又は全部を実現するも
のであってもよい。制御部３１は、表示装置３０内の各部を制御する。
【００１８】
　映像信号処理部３２は、ビデオプロセッサ２０から送られてくる映像信号（表示用画像
）に対して、所定の映像信号処理を施して生成した表示画像を表示部３３に出力する。映
像信号処理部３２は、制御部３１によって焼き付き防止モードが指定されると、表示用画
像に対して所定の焼き付き防止処理を施す。例えば、映像信号処理部３２は、焼き付き防
止モードとして、入力される表示用画像とは別の焼き付きにくい表示画像を生成して表示
部３３に出力してもよく、また、所定の白レベルの表示画像を出力してもよく、また、表
示画像の表示部３３への映像信号の出力を停止させてもよい。
【００１９】
　比較部としての映像比較部３４には、映像信号処理部３２から焼き付き防止処理を施し
ていない入力映像信号（表示用画像）が入力される。映像比較部３４は、入力された映像
信号（表示用画像）を映像情報記憶部３５に出力する。情報記憶部としての映像情報記憶
部３５は、映像比較部３４の比較処理に用いる比較情報を記憶するようになっている。例
えば、映像記憶部３５は、映像比較部３４から送られてくる表示用画像を比較情報として
記憶する。映像情報記憶部３５は、記憶した表示用画像を所定期間保持して映像比較部３
４に出力すると共に、映像比較部３４から入力された表示用画像によってそれ以前に記憶
されている表示用画像を更新する。映像比較部３４は、後述する所定の比較条件を満足し
ない場合に映像記憶部３５に記憶されている比較情報（表示用画像）の更新を行うように
なっている。なお、映像比較部３４に表示用画像が入力される毎に映像記憶部３５の比較
情報の更新を行ってもよい場合もある。
【００２０】
　映像比較部３４は、映像情報記憶部３５に記憶させた比較情報（表示用画像）と、入力
された表示用画像とを比較する。これにより、例えば、映像比較部３４は、所定期間前後
の表示用画像の比較を行う。本実施形態においては、映像比較部３４は、内視鏡画像表示
領域について比較を行うようになっている。
【００２１】
　映像比較部３４は、この比較を所定の比較条件に基づいて実施し、比較結果が所定の条
件を満足するか否かを判定する。映像比較部３４は、比較結果が所定の条件を満足すると
、焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を制御部３１に送信する
。例えば、映像比較部３４は、画像解析処理及びカウント処理の処理部を備えて、内視鏡
画像表示領域について所定期間前後の２つの画像の一致不一致の比較を行い、一致判定が
所定回数に到達すると、所定の条件を満足したものとして、焼き付き防止モードに移行し
てもよいことを示す第１指示信号を送信するようになっていてもよい。
【００２２】
　通常、ビデオプロセッサ２０は、内視鏡スコープ１０のスコープ種別毎に異なる内視鏡
画像表示領域を設定する。そこで、映像情報記憶部３５は、スコープ種別と各スコープ種
別のスコープを用いる場合の内視鏡画像表示領域の画像中の位置（領域）との対応関係を
記述したテーブルを記憶するようになっている。
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【００２３】
　映像比較部３４は、映像信号処理部３２からスコープ情報も与えられるようになってい
る。映像比較部３４は、映像信号処理部３２から取得したスコープ情報を用いて、映像情
報記憶部３５のテーブルを参照することで、現在使用中の内視鏡スコープに対応した内視
鏡画像表示領域を把握し、当該領域について画像の比較を行うようになっている。
【００２４】
　表示装置３０には、図示しないスイッチ、ボタン、ダイヤル等の各種操作部が配設され
ている。操作検知部３６は、表示装置３０に対するこれらの操作部に対する操作の有無を
検知すると共に、無操作状態の継続期間を求めるようになっている。操作検知部３６は、
操作部に対する無操作状態が一定時間継続したことを検出すると、焼き付き防止モードに
移行してもよいことを示す第２指示信号を送信する。
【００２５】
　制御部３１は、映像比較部３４から焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第
１指示信号を受信すると共に、操作検知部３６から焼き付き防止モードに移行してもよい
ことを示す第２指示信号を受信すると、映像信号処理部３２に焼き付き防止モードに移行
するための命令を送信するようになっている。
【００２６】
　なお、制御部３１は、操作検知部３６からの第２指示信号に拘わらず、映像比較部３４
からの第１指示信号を受信することによって、映像信号処理部３２に焼き付き防止モード
に移行するための命令を送信するようになっていてもよい。
【００２７】
　次に、このように構成された実施形態の動作について図２を参照して説明する。図２は
第１の実施形態の動作を説明するためのフローチャートである。
【００２８】
　内視鏡スコープ１０は、ビデオプロセッサ２０に制御されて、被写体を撮像し、撮像信
号をビデオプロセッサ２０に出力する。ビデオプロセッサ２０は、内視鏡スコープ１０か
らの撮像信号を受信すると共に、内視鏡スコープ１０のメモリ１３に記憶されているスコ
ープ情報を取得する。ビデオプロセッサ２０は、撮像信号に対して所定の信号処理を施し
て、表示用画像の映像信号を生成し、表示装置３０に出力する。ビデオプロセッサ２０は
、スコープ情報についても表示装置３０に出力する。このスコープ情報は、表示装置３０
の映像信号処理部３２によって受信され、映像比較部３４に供給される。映像比較部３４
は、スコープ情報に基づいて映像情報記憶部３５に記憶されたテーブルを参照することで
、内視鏡スコープ１０に対応した内視鏡画像表示領域の情報を取得する。
【００２９】
　表示装置３０の映像信号処理部３２は、図２のステップＳ１において、ビデオプロセッ
サ２０からの表示用画像を受信する。映像信号処理部３２は受信した表示用画像に基づく
表示画像を生成して順次表示部３３に出力する。また、映像信号処理部３２は、受信した
表示用画像を順次映像比較部３４に出力する。表示部３３は、表示画像に基づく表示、即
ち、ステータス情報と内視鏡画像表示領域とを有する画像を表示画面上に表示する。
【００３０】
　映像比較部３４は、入力された表示用画像を映像情報記憶部３５に出力して記憶させる
と共に、映像情報記憶部３５から所定期間前の表示用画像を読み出して、現在入力されて
いる表示用画像と過去の表示用画像との内視鏡画像表示領域についての比較を行う。
【００３１】
　映像比較部３４は、比較している画像同士が所定の比較条件を満たしているか否かを判
定する。例えば、映像比較部３４は、内視鏡画像表示領域の画像同士が一致しているか否
かを比較の条件とする一致条件を採用する。
【００３２】
　いま、内視鏡検査を休憩するものとする。この場合でも、内視鏡スコープ１０、ビデオ
プロセッサ２０及び表示装置３０の電源がオン状態のことがある。しかし、この場合には
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、内視鏡画像表示領域中の画像は、変化が生じることはない。従って、このような状況で
は、映像比較部３４は、一致条件を満足しているものと判定する。
【００３３】
　また、映像比較部３４は、比較条件を所定回数連続して満足したか否かの回数条件を更
に判定する。この判定のために、映像比較部３４は、ステップＳ３において比較条件（例
えば一致条件）を満足したものと判定すると、ステップＳ４においてカウント数を１回カ
ウントアップするようになっている。映像比較部３４は、次のステップＳ５において、カ
ウント数が所定回数に到達したか否かを判定する。到達していない場合には、ステップＳ
１０において、表示部３３は、現在の表示画像の表示を継続する。
【００３４】
　ステップＳ１０の処理の後、ステップＳ１以降の処理が繰り返される。映像比較部３４
は、ステップＳ３において、内視鏡画像表示領域についての２つの画像が所定の比較条件
を満足しないと判定した場合には、処理をステップＳ８に移行してカウント数をリセット
する。映像比較部３４は、次のステップＳ９において、映像情報記憶部３５の比較情報（
表示用画像）を更新してステップＳ１０に進む。
【００３５】
　映像比較部３４により、内視鏡画像表示領域についての２つの画像が所定の比較条件を
満足した回数が所定回数以上になったことが判定されると、映像比較部３４は、焼き付き
防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を制御部３１に出力する。これによ
り、制御部３１は、映像信号処理部３２に対して焼き付き防止モードへの移行を指示する
（ステップＳ７）。
【００３６】
　映像信号処理部３２は、例えば、表示画像の表示部３３への出力を停止したり、所定の
白レベルの表示画像を表示部３３に出力したりすることで、表示部３３の焼き付きを防止
する。
【００３７】
　なお、図２では、比較条件と回数条件とを満足することを焼き付き防止モードへの移行
の条件とする例を説明したが、１回の比較条件を満足することによって焼き付き防止モー
ドへ移行するようになっていてもよい。
【００３８】
　このように本実施形態においては、表示装置に表示される画像中の内視鏡画像表示領域
の画像部分について所定期間前後の画像を所定の比較条件で比較することによって、焼き
付き防止モードに移行するようになっている。これにより、内視鏡検査の休憩時等におい
ても、焼き付き防止モードに移行することが可能となり、表示装置の焼き付きを確実に防
止することができる。
【００３９】
（変形例）
　図３は変形例において採用される動作フローを示すフローチャートである。本変形例は
、第１指示信号及び第２指示信号によって焼き付き防止モードに移行する例である。
【００４０】
　図３はステップＳ１１～Ｓ１３を追加した点が図２と異なる。比較条件を満足した回数
が所定回数以上になると、ステップＳ５から処理がステップＳ１１に移行して、操作検知
部３６は、ユーザにより表示装置３０に対する操作が行われているか否かを判定する。操
作が行われていない場合には、操作検知部３６は、ステップＳ１２において時間のカウン
トを開始し、ステップＳ１３において所定時間が経過したか否かを判定する。所定時間が
経過していない場合には、操作検知部３６は、ステップＳ１１に処理を戻して表示装置３
０に対する操作の有無を判定する。ステップＳ１１～Ｓ１３において、表示装置３０に対
する操作が所定時間行われていないことが判定されると、操作検知部３６は、制御部３１
に焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第２指示信号を出力する。なお、表示
装置３０に対する操作が所定時間継続しない場合には、ステップＳ１１から処理がステッ
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プＳ１０に移行して表示用画像に基づく表示画像が表示部３３に表示される。
【００４１】
　他の作用は、第１の実施形態と同様である。
【００４２】
　なお、図３では、映像比較部３４により焼き付き防止モードに移行すべきと判定された
後、操作検知部３６による操作の有無を判定しているが、映像比較部３４及び操作検知部
３６の判定は、独立して同時に行われてもよい。
【００４３】
（第２の実施形態）
　図４は本発明の第２の実施形態を示すブロック図である。本実施形態の内視鏡システム
は、表示装置３０において映像比較部３４に代えて映像比較部４０を採用した点が図１と
異なる。他の構成は第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。図４は映像比較部４
０の具体的な構成の一例を示している。本実施形態は、映像の色情報の一致を比較条件と
する例を示している。
【００４４】
　映像比較部４０は、制御部４１、色情報取得部４２、色情報比較部４３及びカウント部
４４により構成されている。制御部４１及び色情報比較部４３は、ＣＰＵやＦＰＧＡ等を
用いたプロセッサによって構成されていてもよく、図示しないメモリに記憶されたプログ
ラムに従って動作するものであってもよいし、ハードウェアの電子回路で機能の一部又は
全部を実現するものであってもよい。制御部４１は映像比較部４０の各部を制御する。
【００４５】
　色情報取得部４２は、映像信号処理部３２から供給された表示用画像について、内視鏡
画像表示領域内の全画素の色情報（例えばＲＧＢ値）を１画素ずつ取得する。色情報取得
部４２は、取得した内視鏡画像表示領域内のＲＧＢ値を色情報比較部４３に出力する。
【００４６】
　色情報比較部４３は、所定期間前に記憶されている比較情報であるＲＧＢ値を映像情報
記憶部３５から読み出して、色情報取得部４２から入力された現在のＲＧＢ値と比較する
。色情報比較部４３は、色情報に関する後述の比較条件を満足しない場合には、入力され
たＲＧＢ値を映像情報記憶部３５に与えて記憶を更新させる。色情報比較部４３は、所定
期間前後の表示用画像の内視鏡画像表示領域の各画素位置のＲＧＢ値が一致しているか否
かを判定する。色情報比較部４３は、内視鏡画像表示領域内の各画素位置のＲＧＢ値が全
画素について一致している場合には、比較条件を満足したものと判定する。なお、色情報
比較部４３は、所定数以内の画素が不一致である場合でも、比較条件を満足したものと判
定してもよい。
【００４７】
　色情報比較部４３は、所定期間毎、例えば、毎フレームにＲＧＢ値の比較を行って、比
較条件を満足したか否かの比較結果をカウント部４４に出力する。カウント部４４は、色
情報比較部４３からの比較結果をカウントする。カウント部４４は、比較条件を満足した
ことを示す比較結果が与えられる毎にカウントアップし、比較結果を満足しないことを示
す比較結果が与えられるとカウント値を初期化する。カウント部４４はカウント値を制御
部４１に出力する。
【００４８】
　制御部４１は、カウント値が所定値に到達したか否かを判定する。カウント部４４は、
カウント値が所定値に到達した場合、即ち、色情報比較部４３から比較条件が所定回数連
続して満足したことを示す比較結果が出力された場合には、焼き付き防止モードに移行し
てもよいことを示す第１指示信号を発生して制御部３１に出力するようになっている。
【００４９】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図５Ａ、図５Ｂ、図６Ａ、図６
Ｂ、図７Ａ、図７Ｂ及び図８の説明図を参照して説明する。図５Ａ及び図５Ｂは表示部３
３の表示画面３３ａに表示される画像の一例を示している。また、図６Ａ及び図６Ｂは、
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それぞれ図５Ａ及び図５Ｂに対応した表示用画像の内視鏡画像表示領域の画像部分を示す
ものである
　いま、所定の１フレーム前後の表示画像が図５Ａ及び図５Ｂに示す画像であるものとす
る。図５Ａに示す１フレーム前の表示画像は、内視鏡画像表示領域Ｒｉ及びステータス情
報表示領域Ｒｄを有しており、内視鏡画像表示領域Ｒｉには、内視鏡画像Ｒｉａ１が表示
され、ステータス情報表示領域Ｒｄにはステータス情報表示Ｒｄａ１が表示されている。
【００５０】
　図５Ｂは、図５Ａの１フレーム後の現在の表示画像を示している。図５Ｂに示す現在の
表示画像においても、内視鏡画像表示領域Ｒｉ及びステータス情報表示領域Ｒｄを有して
おり、内視鏡画像表示領域Ｒｉには、内視鏡画像Ｒｉａ２が表示され、ステータス情報表
示領域Ｒｄにはステータス情報表示Ｒｄａ２が表示されている。
【００５１】
　色情報取得部４２は、映像信号処理部３２から表示用画像が入力され、入力された表示
用画像の内視鏡画像表示領域におけるＲＧＢ値を取得する。図６Ａ及び図６Ｂ中の四角印
は、内視鏡画像表示領域中の一部の画素を示しており、例えば、内視鏡画像表示領域は水
平１４４３画素（ｐｘ）×垂直１０８０画素（ｐｘ）にて構成される。図６Ａ中の画素Ｐ
ｒｉａ１－４，Ｐｒｉａ１－ｌ，Ｐｒｉａ１－ｍ，Ｐｒｉａ１－ｎの内視鏡画像表示領域
内における各画素位置と、図６Ｂ中の画素Ｐｒｉａ２－４，Ｐｒｉａ２－ｌ，Ｐｒｉａ２
－ｍ，Ｐｒｉａ２－ｎの内視鏡画像表示領域内の各画素位置とは同一である。
【００５２】
　図７Ａは図６Ａの内視鏡画像表示領域の内視鏡画像Ｒｉａ１の各画素のＲＧＢ値を示し
、図７Ｂは図６Ｂの内視鏡画像表示領域の内視鏡画像Ｒｉａ２の各画素のＲＧＢ値を示し
ている。図７Ａ及び図７Ｂにおいて、「・・・」は、１又は複数の行や列を示している。
図７Ａの例では内視鏡画像Ｒｉａ１中の画素Ｐｒｉａ１－４，Ｐｒｉａ１－ｌ，Ｐｒｉａ
１－ｍ，Ｐｒｉａ１－ｎのＲＧＢ画素値は、それぞれ（１０，５，１），（５０，５，１
），（１０，４０，３８），（２５，６０，３）である。また、図７Ｂの例では内視鏡画
像Ｒｉａ２中の画素Ｐｒｉａ２－４，Ｐｒｉａ２－ｌ，Ｐｒｉａ２－ｍ，Ｐｒｉａ２－ｎ
のＲＧＢ画素値は、それぞれ（２０，７０，３０），（２５，６０，３），（１０１，１
３，５），（２０，８０，４０）である。
【００５３】
　いま、映像信号処理部３２から色情報取得部４２に、図５Ｂに対応する表示用画像が入
力されるタイミングにおいて、映像情報記憶部３５に図５Ａに示す内視鏡画像Ｒｉａ１に
基づく図７Ａに示すＲＧＢ値が記憶されているものとする。色情報取得部４２は、図７Ｂ
に示すＲＧＢ値を取得して色情報比較部４３に出力する。
【００５４】
　色情報比較部４３は、図７Ａに示すＲＧＢ値と図７Ｂに示すＲＧＢ値とを同一位置の画
素毎に比較し、全画素位置において一致している否かを判定する。図７Ａ及び図７Ｂの例
では不一致であると判定される。
【００５５】
　図８は表示の切換りを説明するためのものである。図８に示すように、色情報取得部４
２に、フレーム毎に内視鏡画像表示領域Ｒｉの内視鏡画像Ｒｉａ１，Ｒｉａ２，Ｒｉａ３
，・・・，Ｒｉａ１８００１，Ｒｉａ１８００２，・・・が順次入力されるものとする。
内視鏡画像Ｒｉａ１と内視鏡画像Ｒｉａ２とは、内視鏡画像表示領域Ｒｉ内の全画素のＲ
ＧＢ値が一致していない。内視鏡画像Ｒｉａ２以降に入力される内視鏡画像Ｒｉａ３，Ｒ
ｉａ４，・・・は、内視鏡画像表示領域Ｒｉ内の各画素位置のＲＧＢ値が全画素について
一致しているものとする。従って、内視鏡画像Ｒｉａ３に基づくＲＧＢ値が色情報比較部
４３に入力される時点以降は、色情報比較部４３からは比較条件を満足していることを示
す比較結果がカウント部４４に出力される。カウント部４４は、比較条件を満足していな
いことを示す比較結果によって初期化されながら、比較条件を満足したことを示す比較結
果が与えられる毎にカウントアップし、カウント値を制御部４１に出力する。
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【００５６】
　いま、フレーム周波数が６０ｆｐｓ（フレーム／秒）であるものとし、５分間連続して
比較条件を満足した場合に焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号
を発生するものとすると、制御部４１は、カウント値が（６０×３００）＝１８０００回
に到達したか否かを判定する。図８の例では、色情報比較部４３において、内視鏡画像Ｒ
ｉａ２と内視鏡画像Ｒｉａ１８００２について一致判定が行われると、制御部４１から焼
き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号が出力される。
【００５７】
　第１指示信号が発生するまでは、映像信号処理部３２は、入力された表示用画像に基づ
く表示画像を生成して表示部３３に出力しており、図８に示すように、内視鏡画像Ｒｉａ
１，Ｒｉａ２，・・・，Ｒｉａ１８００１が順次表示される。内視鏡画像Ｒｉａ１８００
２が入力されて、第１指示信号が発生すると、映像信号処理部３２は、焼き付き防止用の
表示画像を表示部３３に出力する。図８の例では、所定の白レベルの表示画像ＲｉａＳが
表示されることを示している。
【００５８】
　このように本実施の形態においては、内視鏡画像表示領域の各画素についてＲＧＢ値を
求め、所定期間前後の表示用画像について、内視鏡画像表示領域の同一位置の画素同士の
ＲＧＢ値が内視鏡画像表示領域内の全画素について一致することを比較条件とし、比較条
件を所定期間連続して満足することによって焼き付き防止モードに移行してもよいことを
示す第１指示信号を発生するようになっている。これにより、内視鏡検査の休憩時等にお
いても、焼き付き防止モードに移行することが可能となり、表示装置の焼き付きを確実に
防止することができる。
【００５９】
　なお、本実施形態においても、図３の変形例を採用して、第１及び第２指示信号に基づ
いて焼き付き防止モードを設定するようになっていてもよい。
【００６０】
（第３の実施形態）
　図９は本発明の第３の実施形態を示すブロック図である。本実施形態の内視鏡システム
は、表示装置３０において映像比較部３４に代えて映像比較部５０を採用した点が図１と
異なる。他の構成は第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。図９は映像比較部５
０の具体的な構成の一例を示しており、色情報取得部４２及び色情報比較部４３にそれぞ
れ代えて輝度情報取得部５２及び輝度情報比較部５３を採用し、基準値メモリ５５を追加
した点が図４の映像比較部４０と異なる。本実施形態は、映像の輝度の大小を比較条件と
する例を示している。
【００６１】
　輝度情報比較部５３は、ＣＰＵやＦＰＧＡ等を用いたプロセッサによって構成されてい
てもよく、図示しないメモリに記憶されたプログラムに従って動作するものであってもよ
いし、ハードウェアの電子回路で機能の一部又は全部を実現するものであってもよい。制
御部４１は映像比較部５０の各部を制御する。
【００６２】
　輝度情報取得部５２は、映像信号処理部３２から供給された表示用画像について、内視
鏡画像表示領域内の全画素の輝度値を１画素ずつ取得する。輝度情報取得部５２は、取得
した内視鏡画像表示領域内の輝度値を輝度情報比較部５３に出力する。
【００６３】
　情報記憶部としての基準値メモリ５５は、焼き付き防止モードへの移行を決定するため
の基準輝度値を比較情報として記憶している。例えば、基準輝度値は、所定の黒レベルに
設定される。例えば、基準輝度値としては、光源装置１２が消灯した場合に映像信号処理
部３２から出力される表示用画像の内視鏡画像表示領域の平均輝度値よりも若干高い値に
設定してもよい。
【００６４】
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　輝度情報比較部５３は、輝度情報取得部５２から入力された輝度値の平均値（以下、平
均輝度値という）を算出する。輝度情報比較部５３は、算出した平均輝度値と、基準値メ
モリ５５から読み出した基準輝度値とを比較し、平均輝度値が基準輝度値以下になると、
平均輝度値が基準輝度値以下に低下したことを示す比較結果をカウント部４４に出力する
。カウント部４４は、この比較結果のカウントを行って制御部４１に出力する。
【００６５】
　本実施形態においては、制御部４１は、カウント部４４から平均輝度値が基準輝度値以
下に低下したことを示す比較結果が１回又は連続して数回発生したことを示すカウント値
が与えられると、焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を制御部
３１に出力するようになっている。
【００６６】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図１０及び図１１の説明図を参
照して説明する。図１０及び図１１は連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領
域の画像部分を示すものである。
【００６７】
　いま、所定の１フレーム前後の表示画像が図１０及び図１１に示す画像であるものとす
る。図１０に示す１フレーム前の表示用画像中の内視鏡画像表示領域の画像は、内視鏡画
像Ｒｉｂ１であり、図１１に示す図１０の１フレーム後の現在の表示用画像の内視鏡画像
表示領域の画像は、内視鏡画像Ｒｉｂ２である。
【００６８】
　なお、図１０の内視鏡画像Ｒｉｂ１は通常の内視鏡検査時に得られる表示用画像を示し
ており、ハッチングによって比較的明るい画像であることを示している。また、図１１の
内視鏡画像Ｒｉｂ２は光源装置１２の消灯時に得られる表示用画像を示しており、ハッチ
ングによって暗い画像であることを示している。
【００６９】
　輝度情報取得部５２は、映像信号処理部３２から表示用画像が入力され、入力された表
示用画像の内視鏡画像表示領域における輝度値を取得する。図１０及び図１１中の四角印
は、内視鏡画像表示領域中の一部の画素を示しており、例えば、内視鏡画像表示領域は水
平１４４３画素（ｐｘ）×垂直１０８０画素（ｐｘ）にて構成される。図１０中の画素Ｐ
ｒｉｂ１－４，Ｐｒｉｂ１－ｌ，Ｐｒｉｂ１－ｍ，Ｐｒｉｂ１－ｎの内視鏡画像表示領域
内における各画素位置と、図１１中の画素Ｐｒｉｂ２－４，Ｐｒｉｂ２－ｌ，Ｐｒｉｂ２
－ｍ，Ｐｒｉｂ２－ｎの内視鏡画像表示領域内の各画素位置とは同一である。
【００７０】
　輝度情報取得部５２は、映像信号処理部３２から順次表示用画像が入力され、内視鏡画
像表示領域内の各画素の輝度値を取得して輝度情報比較部５３に出力する。輝度情報比較
部５３は、入力された内視鏡画像表示領域内の輝度値を加算して内視鏡画像表示領域の画
素数で除算することにより、平均輝度値を算出する。輝度情報比較部５３は、基準値メモ
リ５５から基準輝度値を読み出し、平均輝度値と基準輝度値とを比較する。輝度情報比較
部５３は、平均輝度値が基準輝度値以下になると、その旨を示す比較結果をカウント部４
４に出力する。
【００７１】
　カウント部４４は、平均輝度値が連続して基準値以下になった回数を制御部４１に出力
する。制御部４１は、カウント部４４のカウント値が１になった場合、又はカウント値が
例えば２になった場合には、焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信
号を発生して制御部３１に出力する。
【００７２】
　他の作用は、第１の実施の形態と同様である。
【００７３】
　このように本実施の形態においては、内視鏡画像表示領域の各画素について輝度値を求
め、内視鏡画像表示領域の平均輝度値が所定の基準輝度値以下になった否かを比較条件と
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し、比較条件を１回又は数回連続して満足することによって焼き付き防止モードに移行し
てもよいことを示す第１指示信号を発生するようになっている。これにより、内視鏡検査
の休憩時等において、光源装置のみがオフになる場合でも、焼き付き防止モードに移行す
ることが可能となり、表示装置の焼き付きを確実に防止することができる。
【００７４】
　なお、本実施形態においても、図３の変形例を採用して、第１及び第２指示信号に基づ
いて焼き付き防止モードを設定するようになっていてもよい。
【００７５】
（第４の実施形態）
　図１２は本発明の第４の実施形態を示すブロック図である。本実施形態の内視鏡システ
ムは、表示装置３０において映像比較部３４に代えて映像比較部６０を採用した点が図１
と異なる。他の構成は第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。図１２は映像比較
部６０の具体的な構成の一例を示しており、基準値メモリ５５を省略すると共に、輝度情
報比較部５３に代えて輝度情報比較部６３を採用した点が図９の映像比較部５０と異なる
。本実施形態も、映像の輝度の大小を比較条件とする例を示している。
【００７６】
　輝度情報比較部６３は、ＣＰＵやＦＰＧＡ等を用いたプロセッサによって構成されてい
てもよく、図示しないメモリに記憶されたプログラムに従って動作するものであってもよ
いし、ハードウェアの電子回路で機能の一部又は全部を実現するものであってもよい。制
御部４１は映像比較部６０の各部を制御する。
【００７７】
　輝度情報比較部６３は、輝度情報取得部５２から入力された輝度値の平均値（平均輝度
値）を算出する。輝度情報比較部６３は、所定期間前（例えば１フレーム前）に記憶され
ている平均輝度値（比較情報）を映像情報記憶部３５から読み出して、輝度情報取得部５
２の出力から求めた現在の平均輝度値と比較する。輝度情報比較部６３は、所定期間前後
の表示用画像の内視鏡画像表示領域の平均輝度値が所定の閾値以上低下しているか否かを
判定する。輝度情報比較部６３は、内視鏡画像表示領域内の平均輝度値が所定期間前の平
均輝度値よりも所定値以上低下している場合には、比較条件を満足したものと判定する。
また、輝度情報比較部６３は、比較条件を満足しない場合には、算出した平均輝度値を映
像情報記憶部３５に与えて記憶を更新させる。
【００７８】
　なお、輝度情報比較部６３において比較に用いる所定値は、通常の内視鏡検査時と、光
源装置１２の消灯時とにおける映像信号処理部３２から出力される表示用画像の内視鏡画
像表示領域の平均輝度値との差よりも若干小さい値に設定される。
【００７９】
　輝度情報比較部６３は、所定期間毎、例えば、毎フレームに平均輝度値の比較を行って
、比較条件を満足したか否かの比較結果をカウント部４４に出力する。カウント部４４は
、比較条件を連続して満足した回数を求めて、制御部４１に出力する。
【００８０】
　本実施形態においても、制御部４１は、カウント部４４から平均輝度値が基準輝度値以
下に低下したことを示す比較結果が１回又は連続して数回発生したことを示すカウント値
が与えられると、焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を制御部
３１に出力するようになっている。
【００８１】
　このように構成された実施の形態においては、輝度情報比較部６３が現在の平均輝度値
を、記憶されている所定期間前の平均輝度値と比較する点が第３の実施形態と異なる。例
えば、内視鏡検査の休憩時等において、内視鏡スコープ１０の光源装置１２のみ消灯され
、ビデオプロセッサ２０及び表示装置３０の電源はオン状態となる場合がある。この場合
には、光源装置１２がオフになった直後に、現在の平均輝度値が１フレーム前の平均輝度
値よりも所定値以上低下することになり、比較結果を満足したことを示す比較結果が輝度
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情報比較部６３からカウント部４４に出力される。
【００８２】
　こうして、光源装置１２がオフになった直後に、制御部４１から焼き付き防止モードに
移行してもよいことを示す第１指示信号が制御部３１に出力される。
【００８３】
　他の作用は第３の実施形態と同様である。
【００８４】
　このように本実施の形態においても、内視鏡画像表示領域の各画素について輝度値を求
め、内視鏡画像表示領域の平均輝度値が所定期間前の平均輝度値よりも所定値以上低下す
ることを比較条件とし、比較条件を１回又は数回連続して満足することによって焼き付き
防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を発生するようになっている。これ
により、内視鏡検査の休憩時等において、光源装置のみがオフになる場合でも、焼き付き
防止モードに移行することが可能となり、表示装置の焼き付きを確実に防止することがで
きる。
【００８５】
　本実施形態においては、最初に平均輝度値が所定値以上低下した場合には、映像記憶部
３５の更新を停止して、映像記憶部３５に平均輝度値が所定値以上低下する以前の平均輝
度値を記憶させておくようにしてもよい。この場合には、例えば、制御部４１は、６０ｆ
ｐｓの場合カウント数が６００になった（１０秒間経過）ときに、焼き付き防止モードに
移行してもよいことを示す第１指示信号を発生するようになっていてもよい。そうすると
、１０秒間光源がオフになった場合に、焼き付き防止モードに移行することが可能となる
。
【００８６】
　なお、本実施形態においても、図３の変形例を採用して、第１及び第２指示信号に基づ
いて焼き付き防止モードを設定するようになっていてもよい。
【００８７】
（第５の実施形態）
　図１３は本発明の第５の実施形態を示すブロック図である。本実施形態の内視鏡システ
ムは、表示装置３０において映像比較部３４に代えて映像比較部７０を採用した点が図１
と異なる。他の構成は第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。図１３は映像比較
部７０の具体的な構成の一例を示しており、色情報取得部４２及び色情報比較部４３にそ
れぞれ代えてエッジ情報取得部７２及びエッジパターン比較部７３を採用した点が図４の
映像比較部４０と異なる。本実施形態は、映像の形状の一致を比較条件とする例を示して
いる。
【００８８】
　エッジ情報取得部７２及びエッジパターン比較部７３は、ＣＰＵやＦＰＧＡ等を用いた
プロセッサによって構成されていてもよく、図示しないメモリに記憶されたプログラムに
従って動作するものであってもよいし、ハードウェアの電子回路で機能の一部又は全部を
実現するものであってもよい。制御部４１は映像比較部７０の各部を制御する。
【００８９】
　エッジ情報取得部７２は、映像信号処理部３２から供給された表示用画像について、内
視鏡画像表示領域内の内視鏡画像の形状の情報を取得する。例えば、エッジ情報取得部７
２は、画像形状の情報として、内視鏡画像のエッジ情報を用いる。例えば、エッジ情報取
得部７２は、内視鏡画像表示領域の全画素の画素値を１画素ずつ取得し、隣接した画素の
画素値の差分によってエッジを検出し、エッジパターンの情報を取得する。エッジ情報取
得部７２は取得したエッジパターン情報をエッジパターン比較部７３に出力する。
【００９０】
　エッジパターン比較部７３は、所定期間前に記憶されているエッジパターン情報を映像
情報記憶部３５から読み出して、エッジ情報取得部７２から入力された現在のエッジパタ
ーン情報と比較する。エッジパターン比較部７３は、エッジパターン情報による後述の比
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較条件を満足しない場合には、入力されたエッジパターン情報を比較情報として映像情報
記憶部３５に与えて記憶を更新させる。エッジパターン比較部７３は、所定期間前後の表
示用画像の内視鏡画像表示領域のエッジパターンが一致しているか否かを判定する。エッ
ジパターン比較部７３は、内視鏡画像表示領域のエッジパターンが一致している場合には
、比較条件を満足したものと判定する。なお、エッジパターン比較部７３は、エッジパタ
ーンの比較に所定の誤差を許容してもよく、所定数以内のエッジパターンの不一致がある
場合でも、比較条件を満足したものと判定してもよい。
【００９１】
　エッジパターン比較部７３は、所定期間毎、例えば、毎フレームにエッジパターン情報
の比較を行って、比較条件を満足したか否かの比較結果をカウント部４４に出力する。カ
ウント部４４は、比較条件を連続して満足した回数を制御部４１に出力する。
【００９２】
　制御部４１は、カウント値が所定値に到達したか否かを判定する。カウント部４４は、
カウント値が所定値に到達した場合、即ち、エッジパターン比較部７３から比較条件が所
定回数連続して満足したことを示す比較結果が出力された場合には、焼き付き防止モード
に移行してもよいことを示す第１指示信号を発生して制御部３１に出力するようになって
いる。
【００９３】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図１４から図１６の説明図を参
照して説明する。図１４及び図１５は連続して入力される表示用画像の内視鏡画像表示領
域の画像部分を示すものである。また、図１６及び図１７は、それぞれ図１４及び図１５
に対応した内視鏡画像表示領域から抽出したエッジパターンを示すものである。
【００９４】
　いま、所定の１フレーム前後の表示用画像Ｒｉｃ１，Ｒｉｃ２が図１４及び図１５に示
す画像であるものとする。図１５は、図１４の１フレーム後の現在の表示用画像Ｒｉｃ２
を示している。エッジ情報取得部７２は、映像信号処理部３２から表示用画像が入力され
、入力された表示用画像の内視鏡画像表示領域におけるエッジ情報を取得する。図１４及
び図１５中の太線は、検出されたエッジＥＰ１，ＥＰ２を示している。エッジ情報取得部
７２は、エッジ情報からエッジパターンを生成する。図１６及び図１７はそれぞれ図１４
及び図１５から抽出されたエッジパターンＥＰ１，ＥＰ２を含むパターン画像Ｒｉｄ１，
Ｒｉｄ２を示している。なお、映像記憶部３５には、パターン画像が記憶されていてもよ
く、パターン画像中のエッジパターンの情報が記憶されていてもよい。
【００９５】
　映像信号処理部３２からエッジ情報取得部７２に、図１５に対応する表示用画像Ｒｉｃ
２が入力されるタイミングにおいて、映像情報記憶部３５に図１４に示す内視鏡画像Ｒｉ
ｃ１に基づく図１６のエッジパターンＥＰ１が記憶されているものとする。エッジ情報取
得部７２は、図１５に示すエッジ情報を取得してエッジパターンＥＰ２を求めて、エッジ
パターン比較部７３に出力する。
【００９６】
　エッジパターン比較部７３は、図１６に示すエッジパターンＥＰ１と図１７に示すエッ
ジパターンＥＰ２とを比較し、内視鏡画像表示領域全体でパターンが一致している否かを
判定する。図１６及び図１７の例では不一致であると判定される。
【００９７】
　内視鏡画像表示領域全体でパターンが一致している場合には、エッジパターン比較部７
３は、比較条件を満足していることを示す比較結果をカウント部４４に出力する。カウン
ト部４４は、比較条件を連続して満足した回数をカウントして、カウント値を制御部４１
に出力する。
【００９８】
　制御部４１は、例えば、カウント値が１８０００回に到達した場合に、第１指示信号を
出力する。例えば、フレーム周波数が６０ｆｐｓ（フレーム／秒）である場合には、５分
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間連続して比較条件を満足した場合に焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第
１指示信号が発生することになる。
【００９９】
　他の作用は図４の実施形態と同様である。
【０１００】
　このように本実施の形態においては、内視鏡画像表示領域のエッジ情報を求めてエッジ
パターンを取得し、所定期間前後の表示用画像について、内視鏡画像表示領域のエッジパ
ターンが一致することを比較条件とし、比較条件を所定期間連続して満足することによっ
て焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を発生するようになって
いる。これにより、内視鏡検査の休憩時等においても、焼き付き防止モードに移行するこ
とが可能となり、表示装置の焼き付きを確実に防止することができる。
【０１０１】
　なお、本実施形態においても、図３の変形例を採用して、第１及び第２指示信号に基づ
いて焼き付き防止モードを設定するようになっていてもよい。
【０１０２】
（第６の実施形態）
　図１８は本発明の第６の実施形態を示すフローチャートである。図１８において図２と
同一の手順には同一符号を付して説明を省略する。本実施形態の内視鏡システムは、図１
の映像比較部３４、図４の色情報比較部４３及び図１３のエッジパターン比較部７３にお
ける判定動作が異なる。他の構成は図１と同様であり、説明を省略する。図１８は図１の
映像比較部３４、図４の色情報比較部４３及び図１３のエッジパターン比較部７３におけ
る判定動作を示している。本実施形態は、比較対象を水平及び垂直方向の少なくとも一方
向に所定画素数だけずらしながら比較条件を満足するか否かを判定する例を示している。
【０１０３】
　図１８は、ステップＳ１とＳ２との間にステップＳ２１を設け、ステップＳ３とステッ
プＳ８との間にステップＳ２２を設けた点が図２と異なる。ステップＳ２１では、比較対
象について画像位置をずらす処理が行われる。上記各実施の形態においては、比較条件を
満足するか否かを所定期間前後で比較する場合には、２つの画像間の内視鏡画像表示領域
内における同一位置の情報を用いて比較を行った。しかしながら、内視鏡検査の休止時で
あっても、風の影響等によって、内視鏡スコープ１０が動き、表示用画像が画面内で動く
ことが考えられる。この場合には、内視鏡画像表示領域に表示する内視鏡画像は、全体的
に画像位置がシフトしたものとなる。従って、このような場合においても、比較条件を満
足させるために、比較対象の２つの画像又はその情報のうち、一方を画素単位でシフトさ
せて、判定を行うようになっている。
【０１０４】
　ステップＳ２１は、比較対象の２つの画像又はその情報のうち一方を例えば、１画素分
だけずらす処理を行うものである。ステップＳ２では、入力された表示用画像の情報また
は映像記憶部３５から読み出された比較情報はステップＳ２１により所定画素だけずれた
状態で比較が行われる。
【０１０５】
　この状態でステップＳ３において比較条件を満足したか否かが判定される。比較条件を
満足した場合には、処理をステップＳ４に進めて、連続して比較条件を満足する数をカウ
ントアップさせる。また、比較条件を満足しない場合には、処理をステップＳ２２に移行
して、ステップＳ２１の位置ずらしが予め設定された規定位置まで進んでいるか否かが判
定される。
【０１０６】
　ステップＳ２１の位置ずらしは、水平及び垂直方向の少なくとも一方向に所定画素数だ
け行われる。位置ずらしが許された全ての画素位置について比較が行われた場合には、処
理はステップＳ８に移行して、カウント数はリセットされる。位置ずらしが許された全て
の画素位置について比較が行われていない場合には、処理をステップＳ２１に戻して、例
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【０１０７】
　こうして、所定の範囲で位置をずらしながら比較条件を満足する否かの判定が行われる
。これにより、例えば風等によって、数画素分だけ画像がずれるような場合においても、
確実に焼き付き防止モードに移行してもよいことを示す第１指示信号を発生することが可
能である。
【０１０８】
　他の構成及び作用は上記各実施形態と同様である。
【０１０９】
　なお、本実施形態においても、図３の変形例を採用して、第１及び第２指示信号に基づ
いて焼き付き防止モードを設定するようになっていてもよい。
【０１１０】
　このように本実施形態においては、内視鏡検査の休憩時等において、風等によって内視
鏡が動く場合でも、確実に焼き付き防止モードに移行することができる。
【０１１１】
　なお、上記第２から第６実施の形態は、互いに組み合わせて用いることが可能である。
【０１１２】
　例えば、先ず輝度情報を利用した第３又は第４実施形態を採用し、次いで、色情報を利
用する第２実施形態、エッジパターンを利用する第５実施形態を採用するようになってい
てもよい。この場合には、輝度情報を用いた判定ではカウント数が１で焼き付き防止モー
ドに移行させてもよく、光源装置をオフにすることで、直ちに焼き付き防止モードを設定
することができる。次いで、色の比較やパターンの比較によって、焼き付き防止モードへ
の移行を判定することで、光源装置がオフしない場合でも、確実に焼き付き防止モードへ
の移行が可能である。
【０１１３】
　また、上記各実施形態では、表示装置内に映像比較部、映像記憶部、操作検知部及び制
御部を構成した例を説明したが、これらの構成をビデオプロセッサに設けて、ビデオプロ
セッサによって、焼き付き防止モードに対応した表示画像を表示装置に出力するようにな
っていてもよい。
【０１１４】
　なお、明細書中で説明した技術のうち、主にフローチャートで説明した制御に関しては
、プログラムで設定可能であることが多く、記録媒体や記録部に収められる場合もある。
この記録媒体、記録部への記録の仕方は、製品出荷時に記録してもよく、配布された記録
媒体を利用してもよく、インターネットを介してダウンロードしたものでもよい。
【０１１５】
　また、フローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、実行順序を変更し
、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい。
【０１１６】
　なお、実施形態中で、「部」として記載した部分は、専用の回路や、複数の汎用の回路
を組み合わせて構成してもよく、必要に応じて、予めプログラムされたソフトウェアに従
って動作を行うマイコン、ＣＰＵなどのプロセッサ、あるいはＦＰＧＡなどシーケンサを
組み合わせて構成されてもよい。
【０１１７】
　本発明は、上記各実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記各実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施
形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月9日(2021.4.9)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、焼き付き防止モードを備えた表示装置、表示制御方法及び内視鏡システムに
関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、画像中の内視鏡画像表示領域中の画像部分について比較を行うことで、適切
なタイミングで焼き付き防止モードに移行することができる表示装置、表示制御方法及び
内視鏡システムを提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様による表示装置は、内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む
表示用画像が与えられて表示に用いる表示画像を生成して表示部に出力する映像信号処理
部と、比較情報を記憶する情報記憶部と、前記表示用画像が入力され、前記表示用画像に
含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶されている比較情報とを比較し、比較
結果を出力する比較部と、前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モー
ドで動作させるか否かを制御する制御部とを具備する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一態様による内視鏡システムは、表示装置と、内視鏡により撮像されて得られ
る内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用いる表示画像を生成して、前記表示
装置に出力する映像信号処理部と、比較情報を記憶する情報記憶部と、前記表示用画像が
入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶されてい
る比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、前記比較結果に応じて前記映像信
号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを制御する制御部とを具備する。
　本発明の一態様による表示制御方法は、映像信号処理部が、内視鏡により撮像されて得
られる内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用いる表示画像を生成し、比較部
が、所定期間前の前記表示用画像に関する情報を比較情報として、入力された前記表示用
画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記比較情報とを比較して比較結果を出力し、制御部
が、前記内視鏡画像の情報と前記比較情報との比較において所定の条件を満足していない
ことを示す比較結果が出力されると前記表示用画像に関する情報を更新し、前記内視鏡画
像の情報と前記比較情報とが連続して所定回数一致した場合に、前記所定の条件を満足し
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たものとして、焼き付き防止モードに移行する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用い
る表示画像を生成して表示部に出力する映像信号処理部と、
　比較情報を記憶する情報記憶部と、
　前記表示用画像が入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記
憶部に記憶されている比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、
　前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを
制御する制御部と
　を具備したことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示画像を表示する表示部を更に具備し、
　前記情報記憶部は、前記比較情報として前記比較部に入力される所定期間前の表示用画
像に関する情報を記憶する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記情報記憶部は、前記比較部から、前記内視鏡画像の情報と前記比較情報との比較に
おいて所定の条件を満足していないことを示す比較結果が出力されると前記表示用画像に
関する情報を更新する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の色情報と前記情報記憶部に
記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の色情報とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の輝度情報と前記情報記憶部
に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の輝度情報とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンと前記情報
記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンとを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記情報記憶部は、前記比較情報として前記内視鏡画像の平均輝度値を記憶し、
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の平均輝度値と前記情報記憶
部に記憶されている平均輝度値とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記比較部は、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶さ
れている比較情報とが所定の比較条件を満足した場合に、前記焼き付き防止モードに移行
させるための比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記比較部は、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記憶部に記憶さ
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れている比較情報とが連続して所定回数一致した場合に、所定の条件を満足したものとし
て、前記焼き付き防止モードに移行させるための比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部に対する無操作状態を検知し、検知結果を出力する操作状態検知部を更に具
備し、
　前記制御部は、前記比較結果及び前記検知結果に基づき焼き付き防止モードの処理を行
うか否かを制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記比較部は、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像の色情報と前記情報記憶部に
記憶されている表示用画像中の内視鏡画像の色情報との比較、入力された前記表示用画像
中の内視鏡画像の輝度情報と前記情報記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像
の輝度情報との比較、入力された前記表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンと前記
情報記憶部に記憶されている表示用画像中の内視鏡画像のエッジパターンとの比較及び入
力された前記表示用画像中の内視鏡画像の平均輝度値と前記情報記憶部に記憶されている
平均輝度値との比較の少なくとも１つの比較に基づく比較結果を出力する
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項１２】
　表示装置と、
　内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む表示用画像が与えられて表示に用い
る表示画像を生成して、前記表示装置に出力する映像信号処理部と、
　比較情報を記憶する情報記憶部と、
　前記表示用画像が入力され、前記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記情報記
憶部に記憶されている比較情報とを比較し、比較結果を出力する比較部と、
　前記比較結果に応じて前記映像信号処理部を焼き付き防止モードで動作させるか否かを
制御する制御部と
　を具備したことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項１３】
　映像信号処理部が、内視鏡により撮像されて得られる内視鏡画像を含む表示用画像が与
えられて表示に用いる表示画像を生成し、
　比較部が、所定期間前の前記表示用画像に関する情報を比較情報として、入力された前
記表示用画像に含まれる内視鏡画像の情報と前記比較情報とを比較して比較結果を出力し
、
　制御部が、前記内視鏡画像の情報と前記比較情報との比較において所定の条件を満足し
ていないことを示す比較結果が出力されると前記表示用画像に関する情報を更新し、前記
内視鏡画像の情報と前記比較情報とが連続して所定回数一致した場合に、前記所定の条件
を満足したものとして、焼き付き防止モードに移行する
表示制御方法。



(25) JP WO2020/110310 A1 2020.6.4

10

20

30

40

【国際調査報告】



(26) JP WO2020/110310 A1 2020.6.4

10

20

30

40



(27) JP WO2020/110310 A1 2020.6.4

10

20

30

40



(28) JP WO2020/110310 A1 2020.6.4

10

20

30

40



(29) JP WO2020/110310 A1 2020.6.4

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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